
令和８年度の各指標の目標について（総合病院）
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令和８年度の各指標における目標（総合病院）

【重点目標】診療連携の強化による更なる高度急性期・専門医療の提供

指標 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度（修正前→修正後）

手術件数（件）

旧総合

－ 8,500 8,500 9,500 8,850 → 9,600

8,237 8,699 9,389 9,400

旧小児

－ 450 450 450 460 → 450

385 487 400 392

救急患者数（人）
－ 6,500 6,700 9,300 6,800 → 7,500

6,197 6,613 7,425 7,200

救急搬送件数（件）
－ 3,500 3,650 5,300 3,650 → 4,500

3,241 3,806 4,446 4,290

地域救急貢献率（％）
－ 20.0% 20.0% 30.0% 22.0% → 27.0%

19.4% 21.0% 24.8% 24.9%

年次目標（上段）・年次実績見込（下段）
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令和８年度の各指標における目標（総合病院）

【重点目標】患者や地域医療機関から信頼される地域に根差した病院

指標 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度（修正前→修正後）

QI参加項目の平均値より良好な項目
の割合（％）

－ 42.0% 44.0% 50.0% 48.0% → 50.0%

39.5% 52.3% 53.8% 54.8%

紹介率（％）

旧総合

－ 83.6% 90.0% 90.0% 90.0% → 93.0%

79.1% 83.8% 85.8% 85.8%

旧小児

－ 52.3% 54.0% 60.0% 54.0% → 93.0%

50.9% 51.4% 87.9％ 88.2%

逆紹介率（％）

旧総合

－ 87.7% 90.0% 90.0% 90.0% → 95.0%

76.4% 88.5% 90.4% 94.3%

旧小児

－ 61.8% 59.8% 85.0% 59.8% → 95.0%

58.9% 68.2% 71.7% 79.9%

年次目標（上段）・年次実績見込（下段）

中期計画で定める指標の他に、「紹介患者数」および「逆紹介患者数」も院内で別途進行管理を行う。
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令和８年度の各指標における目標（総合病院）

【重点目標】健全な病院経営の持続可能な基盤体制の確立

指標 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度（修正前→修正後）

新規入院患者数（人）

旧総合
－ 11,000 11,000 14,000 11,400 → 13,000

10,142 10,516 11,265 11,508

旧小児
－ 1,800 2,000 2,221 2,000 → 2,680

1,384 1,834 2,153 2,268

病床稼働率（％）

旧総合
－ 70.2% 81.3% 83.0% 99.5%(※1) → 86.1%(※1)

68.1% 70.8% 72.4% 70.4%

旧小児
－ 46.4% 57.8% 57.8% 80.3%(※2) → 58.0%(※2)

43.2% 47.1% 48.6% 45.7%

平均在院日数（日）

旧総合
－ 11.6日以下 11.0日以下 10.8日以下 10.7日以下 → 10.8日以下

12.1 11.9 11.2 11.2

旧小児
－ 8.5日以下 8.5日以下 8.5日以下 8.5日以下 → 6.9日以下

10.3 8.5 7.3 6.4

※１ 旧総合病院の病床稼働率は、令和８年度から小児病棟の移転後の病床数437床で計算していたが、病床数の変更の
次期の変更に伴い、令和８年度の病床数488床で計算している。
令和８年度 １日あたり入院患者数 435人 → 420人 (R7年度実績見込376.6人)

※２ 旧小児保健医療センターの病床稼働率も同様に病棟移転後の72床で計算していたが、現行の１００床で計算している。
令和８年度 １日あたり入院患者数 57.8人 → 58.0人 (R7年度実績見込45.7人)

年次目標（上段）・年次実績見込（下段）



4

令和８年度の各指標における目標（総合病院）

【重点目標】健全な病院経営の持続可能な基盤体制の確立

指標 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度（修正前→修正後）

経常収支比率（％）

旧総合
－ 94.0% 97.0% 96.4% 98.3% → 96.8%

105.3% 96.4% 92.7% 90.1%

旧小児
－ 96.7% 100.1% 101.2% 104.8% → 100.0%

121.8% 102.5% 98.4% 99.1%

医業収益に対する材料費比率
（％）

旧総合
－ 33.4%以下 30.0%以下 31.8%以下 29.7%以下 → 35.1%以下

30.8% 32.7% 32.5% 33.9%

旧小児
－ 26.3%以下 22.8%以下 21.4%以下 24.6%以下 → 25.6%以下

24.2% 24.5% 32.5% 35.1%

医業収益に対する職員給与費
の割合（％）

旧総合
－ 56.4%以下 51.0%以下 49.7%以下 50.2%以下 → 51.2%以下

58.3% 55.1% 56.8% 55.4%

旧小児
－ 80.2%以下 70.0%以下 66.9%以下 69.9%以下 → 67.9%以下

82.7% 74.7% 65.4% 55.1%

中期計画で定める指標の他に、「外来患者数」および「DPC入院期間Ⅱ以内の割合」も院内で別途進行管理
を行う。

年次目標（上段）・年次実績見込（下段）


